
人人間間とと人人工工物物のの意意思思疎疎通通デデザザイインンとと
デデーータタ駆駆動動型型農農業業

小林研究室では、人間と人工物の間で円滑な意思疎通を実現するための「インタラクション

デザイン」と、情報技術を農業に活用するための「データ駆動型農業」に関する２つの研究

に取り組んでいます。インタラクションデザインでは、人間とロボットやソフトウェアとの

間でやりとりされる情報とその処理過程をデザインして問題解決を図ります。データ駆動型

農業では、農業に最新の情報技術を応用し、植物の状態を自動で判定したり、人間の意思決

定を支援するシステムを開発しています。

国立総合研究大学院大学修

了、博士(情報学)。2021年
より現職。研究分野はイン

タラクションデザイン、

ヒューマンエージェント

イ ン タ ラ ク シ ョ ン 、

人工知能、アグリテック

など。

教教授授 小小林林一一樹樹

身の回りの家電や製品は多くの人にとって使いやすいよう

に設計されています。しかし、自分にとっても使いやすい

という保証はありません。そういった人間の主観の世界に

対して、コンピュータが自分で考えながら問題を解決する

技術に出会い、とても感動しました。それをきっかけに、

新しい技術の確立に貢献できる仕事に就きたいと考えるよ

うになりました。

様々な製品やシステムを設計する上で、

それを利用する人間の認知特性や心理

を理解することは欠かせない要素の１

つです。コンピュータと人間に関する

深い知識を元に、新しい発想で問題解

決する技術者や研究者が未来像です。

人間の気持を理解し、その人に合わせ

て支援してくれる機械が普及すれば、

効率や結果ばかりを重んじる現代社会

が少しは良い方向に進むかもしれませ

ん。私の研究室ではそんな未来を少し

ずつ拓く研究を行っています。

形状や感触を自由に変更可能な柔軟デバイス。

入力センサの位置を自由に変更できる機構を持

ち、PCやスマートフォンなどの接続して外部コ
ントローラとして動作します。

人とコミュニケーションするための犬型ロボッ

トと、農園で鳥の追い払いを行うドローン。人

間と意思疎通しやすい振る舞いを検討したり、

鳥害を長期的に防ぐ方法について研究を行って

います。

研研究究かからら広広ががるる未未来来

私私のの学学問問へへののききっっかかけけ 卒卒業業後後のの未未来来像像

イインンタタララククシショョンンデデザザイインン・・デデーータタ駆駆動動型型農農業業・・ IoT ・・雰雰囲囲気気工工学学・・
認認知知科科学学・・社社会会心心理理学学・・おおばばけけ工工学学

• 人間の社会的な反応に基づくユーザインタフェース設計
• ロボットやエージェントなどの自律的システムと人間との
協調作業

• フィールドモニタリングやスマート化
• モニタリングのためのIoTシステムの構築
• 人間が感じる雰囲気を工学的に扱うための方法論
• 認知科学的な視点からの人工物設計
• IoTデバイスやインタラクティブシステムのラピッド
プロトタイピング

• 植物の構造と数値を結ぶベクタデータクラウドの構築
（科研若手B）

• 認知的インタラクションデザイン学:意思疎通のモデル論的理解
と人工物設計への応用（科研新学術領域）

• 情報工学との連携による農林水産分野の情報インフラの構築
（農林水産省）

• 情報通信技術による遠隔システムの構築とセンシング技術の
開発（民間企業との共同研究）

• 音声対話エージェントにおける人工的モダリティを用いた外部
表出（民間企業との共同研究）

• 抽象概念を用いたロボットの自然言語対話技術の開発
（民間企業との共同研究）

• ワイヤレス高精細画像通信による鳥獣害防止AIシステム
の開発（総務省）

画像から検出した果実サイズから成長
予測している様子

ディスプレイの裏か
らスマートフォンが
姿を表し情報通知す
るソーシャルグルー
ミングエージェント。

高精細カメラと全天
球カメラを備えた農
園モニタリングシス
テム。屋外で連続稼
働して画像を収集し
続ける。

VR空間における身
体が消失するエー
ジェントの効果を
調査する研究

ヘッドマウントディスプレイに
手指検出デバイスを取り付けて
VR空間に動きを反映する。

深層学習を用いて、果実サイズと
果実形状を自動で検出した様子
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Interaction Design &

Data Driven Agriculture

Our laboratory studies how to use information and communication technology to design

artifacts for artificial intelligence and agriculture. Interaction design is about designing

processes and exchanging information between users and artifacts, such as robots and

software agents. We develop new devices based on our user interface theory. We also use

our study to create new gadgets that make agricultural tasks more efficient.

Ph.D. (Informatics) from 

The Graduate University for 

Advanced Studies 

(SOKENDAI) in 2006.  

Joined Shinshu University 

in 2008 as an assistant 

professor.

Professor

Kazuki Kobayashi

Household appliances and products are designed to be

easy for many people to use. But there's no guarantee

they'll be easy for me to use. I was deeply moved when I

encountered technology where computers solve problems

by thinking for themselves, contrasting with this subjective

human world. This experience made me want to have a

career where I could help create new technologies.

Students should take initiative and

learn about computer science and

engineering. We hope that our

students keep using their imagination

and creativity after they graduate.

Many people today have digital

devices like smartphones. We don't

find them difficult to use. It's not

because they're smart and helpful. We

have the ability to adapt to new things

without realizing it. Imagine a future

where smart devices help us without

us having to ask for it. Our lab is

working on new theories and making

smart devices.

A soft device that can change its shape and

texture. It has a way to adjust the input sensor's

position, and it can be used as an external

controller when connected to devices like PCs or

smartphones.

A dog-shaped robot that can talk to people, and a

drone that scares away birds at farms. We are

studying behaviors that help robots communicate

with humans and ways to prevent bird damage

over time.

In the Future

Beginnings of my path to 

academia
After Graduation
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